
旅
行
業
各
社
が
入
社
式

社
長
が
新
入
社
員
へ
訓
示

日本旅行「
新
た
な
価
値
創
造
へ
」

今
年
度

人
が
入
社

伊藤社長の叙勲祝いも

創業周年「感謝の集い」
十八楼

ＡＮＨＡ、２月

大雪の影響で地域差
客室利用率％

エ
ム
ハ
ー
ト
が

統
合
・
社
名
変
更

日
本
旅
行
グ
ル
ー
プ

Ｊ Ｔ Ｂ
グループ

前
年
度
上
回
る

人
入
社

新
入
社
員
の
決
意
表
明
も

ＫＮＴ―ＣＴ
Ｈ Ｄ

グ
ル
ー
プ
合
同
で
入
社
式

事
業
説
明
や
懇
親
会
実
施

阪急交通
「
社
会
的
役
割
の
理
解
を
」

酒
井
社
長
が
訓
示

東武トップ


人
迎
え
百
木
田
社
長
が
訓
示

「
誇
れ
る
仕
事
を
と
も
に
」

（１３） 第３２６３号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）４月１４日（月曜日）

岐
阜
市
の
老
舗
旅
館「
十

八
楼
」は
３
月

日
、創
業
１

６
５
周
年
と
伊
藤
善
男
社
長

の
旭
日
双
光
章
受
章
を
記
念

し
た「
感
謝
の
集
い
」を
開
催

し
た
。野
田
聖
子
衆
院
議
員
、

江
崎
禎
英
・
岐
阜
県
知
事
、柴

橋
正
直
・
岐
阜
市
長
ら
約
１

０
０
人
が
出
席
、盛
大
に
祝

っ
た
。

同
館
は
万
延
元
年（
１
８

６
０
年
）創
業
。伊
藤
社
長
は

８
代
目
当
主
に
あ
た
る
。主

催
者
あ
い
さ
つ
し
た
伊
藤
社

長
は
十
八
楼
の
歴
史
を
振
り

返
り
な
が
ら
、「
今
後
も
創
業

の
精
神
を
忘
れ
ず
、時
代
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、新

た
な
価
値
を
創
造
し
、社
会

に
貢
献
で
き
る
企
業
と
し
て

努
力
を
続
け
て
い
く
」と
抱

負
を
述
べ
た
＝
写
真
。

野
田
氏
は「
十
八
楼
は
進

化
し
続
け
、震
災
な
ど
何
か

大
変
な
こ
と
が
あ
っ
た
時
に

ち
ゃ
ん
と
受
け
止
め
て
く
れ

る
。岐
阜
県
民
に
と
っ
て
の

誇
り
だ
」と
称
賛
し
た
。

江
崎
氏
は
、東
日
本
大
震

災
時
に
伊
藤
社
長
が
被
災
者

受
け
入
れ
に
尽
力
し
て
く
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
、感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

周
年
記
念
と
し
て
、市
内

の
中
学
生
を
対
象
に
し
た
基

礎
学
習
能
力
を
高
め
る
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具

の
寄
贈
が
行
わ
れ
、伊
藤
社

長
が
水
川
和
彦
教
育
長
に
目

録
を
手
渡
し
た
。

終
盤
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
に

よ
る
演
奏
で
は
伊
藤
社
長
が

ド
ラ
ム
の
腕
前
を
披
露
。ま

た
、親
族
に
よ
る
花
束
贈
呈

な
ど
も
行
わ
れ
た
。

新
入
社
員
を
前
に
訓
示
す
る

小
谷
野
社
長

新
入
社
員
代
表
の
決
意
表
明

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
２
０

２
５
年
度
合
同
入
社
式
が
１

日
、東
京
都
渋
谷
区
の
ヒ
カ

リ
エ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

グ
ル
ー
プ

社
合
計
で
６
３

３
人
の
新
入
社
員
が
出
席
し

た
。２
０
２
４
年
度
の
４
８

０
人（
グ
ル
ー
プ

社
合
計
）

を
上
回
る
新
入
社
員
が
出
席

し
、決
意
表
明
な
ど
を
行
っ

た
。Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
山
北
栄
二
郎
社

長
は「
皆
さ
ん
は
未
来
を
見

据
え
、こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
く

人
財
だ
。大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
世
界
の
中
で
ど
う
い
う

価
値
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か

を
今
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」と

述
べ
た
。Ｊ
Ｔ
Ｂ
役
員
、グ
ル

ー
プ
各
社
の
代
表
も
出
席

し
、新
入
社
員
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

各
社
の
新
入
社
員
代
表
が

決
意
表
明
を
行
う
中
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
新
入
社
員
代
表
、武
藤

丈
二
さ
ん
は「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
さ

ら
な
る
発
展
と
成
長
の
た

め
、日
々
、新
た
な
価
値
の
発

見
に
挑
戦
し
、『
交
流
創
造
事

業
』の
未
来
を
切
り
開
く
一

翼
と
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進

し
て
い
く
」と
語
っ
た
。

日
本
旅
行
は
１
日
、２
０

２
５
年
度
入
社
式
を
本
社
内

（
東
京
都
中
央
区
）で
開
い

た
。今
年
度
の
新
卒
採
用
は


人
。小
谷
野
悦
光
社
長
は

「
柔
軟
な
発
想
、前
向
き
な
決

意
を
持
っ
て
、新
た
な
価
値

の
創
造
と
新
生
日
本
旅
行
の

確
立
に
、一
緒
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と

訓
示
し
た
。

要
旨
は
以
下
の
通
り
。

「
当
社
は
１
９
０
５
年（
明

治

年
）に
滋
賀
県
草
津
で

創
業
し
、日
本
で
最
も
歴
史

の
あ
る
旅
行
会
社
と
し
て
、

今
年
創
業
１
２
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。そ
の
よ
う
な
大
き

な
節
目
の
年
に
今
日
、こ
の

場
に
総
勢

名
の
新
し
い
仲

間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

「
２
０
２
２
年
よ
り
日
本

旅
行
は
単
な
る
総
合
旅
行
代

理
店
業
か
ら
社
会
課
題
解
決

を
目
指
す
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

企
業
と
し
て
の
変
革
を
加
速

さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の

行
動
変
革
は
旅
行
業
を
未
来

に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
さ

せ
る
行
動
の
一
つ
と
考
え
て

い
ま
す
」

「
こ
の
取
り
組
み
を
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
移
行
さ
せ
る
た

め
、２
０
２
５
年
度
は
、『
総

合
力
を
生
か
し
た
社
会
課
題

解
決
』を
軸
と
し
た
事
業
運

営
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、２
０
２
６
年
度
以

降
の
さ
ら
な
る
新
た
な
価
値

創
造
に
向
け
た
次
期
中
期
経

営
計
画
へ
と
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
」

「
皆
さ
ん
は
ま
さ
に
次
の

時
代
に
向
け
、会
社
が
大
き

く
進
化
し
よ
う
と
す
る
重
要

な
時
期
に
入
社
さ
れ
た
訳
で

す
が
、ぜ
ひ
こ
う
し
た
時
期

に
入
社
さ
れ
た
こ
と
を
チ
ャ

ン
ス
と
思
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の

は
、先
輩
社
員
も
新
入
社
員

も
条
件
は
一
緒
で
す
。既
成

概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟

な
発
想
と
行
動
力
、そ
し
て

若
い
感
性
で
、将
来
を
切
り

開
く
中
心
的
な
存
在
と
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

訓
示
を
述
べ
る
百
木
田
社
長

日
本
旅
行
グ
ル
ー
プ
で
ビ

ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
を
手
掛
け

る
エ
ム
ハ
ー
ト
ツ
ー
リ
ス
ト

（
本
社
＝
大
阪
府
守
口
市
、辻

本
直
哉
社
長
）は
４
月
１
日
、

法
人
向
け
出
張
管
理
シ
ス
テ

ム「
出
張
な
び
」を
運
営
す
る

日
本
旅
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ベ
ル
事
業
部
と
統
合
し
、「
株

式
会
社
日
本
旅
行
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」

に
社
名
変
更
し
た
。

エ
ム
ハ
ー
ト
ツ
ー
リ
ス
ト

は
出
張
手
配
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
・
会
議
の
運
営
支
援
な
ど

法
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
中
心

に
し
た
旅
行
会
社
と
し
て
１

９
８
０
年
に
設
立
。２
０
０

６
年
か
ら
日
本
旅
行
グ
ル
ー

プ
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

今
後
、「
出
張
な
び
の
持
つ

幅
広
い
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
エ
ム
ハ
ー
ト
ツ
ー

リ
ス
ト
に
お
け
る
業
務
渡
航

や
法
人
グ
ル
ー
プ
手
配
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
力
を
活
用
し

て
、よ
り
多
く
の
法
人
に
向

け
て
効
果
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
案
す
る
」方
針
だ
。

資
本
金
１
億
円（
株
主
＝

日
本
旅
行
１
０
０
％
）。従
業

員
１
４
０
人
。所
在
地
は
大

阪
府
守
口
市
本
町
２
の
５
の

８
、守
口
Ｃ
Ｉ
Ｄ
ビ
ル
８
階
。

全
日
本
ホ
テ
ル
連
盟（
Ａ

Ｎ
Ｈ
Ａ
）が
発
表
し
た
会
員

ホ
テ
ル
の
２
月
の
全
国
平
均

客
室
利
用
率
は
、
・
１
％

で
、前
年
同
月
比
１
・
１
㌽
減

と
な
っ
た
。前
年
同
月
比
を

割
り
込
ん
だ
の
は
２
０
２
３

年

月
以
来
。

２
月
に
つ
い
て
、「
北
陸
地

方
を
は
じ
め
、東
北
、中
国
地

方
で
は
大
雪
の
影
響
で
キ
ャ

ン
セ
ル
が
続
出
し
た
と
の
報

告
を
多
く
受
け
た
」と
Ａ
Ｎ

Ｈ
Ａ
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は「
航

空
機
事
故
の
影
響
も
あ
っ
て

か
、全
国
的
に
韓
国
か
ら
の

訪
日
客
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、特
に
大
阪
市
や
福
岡
市

で
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因

と
な
っ
て
い
る
」と
指
摘
。そ

の
一
方
で「
長
野
県
や
北
海

道
で
は
、引
き
続
き
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
集
客

が
好
調
で
、札
幌
で
は
雪
ま

つ
り
開
催
の
効
果
も
あ
り
、

前
年
を
上
回
っ
た
。東
京
都

内
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

に
加
え
、受
験
シ
ー
ズ
ン
に

よ
る
宿
泊
需
要
も
見
ら
れ

た
」と
し
て
い
る
。

調
査
は
２
８
４
軒
か
ら
回

答
を
得
た
。

地
域
別
で
の
利
用
率
の
ト

ッ
プ
は

・
４
％
の
北
海
道
。

次
い
で
、
・
５
％
の
関
東
、


・
７
％
の
九
州
な
ど
。最
も

利
用
率
が
低
か
っ
た
地
域
は


・
９
％
の
北
陸
。次
い
で


・
６
％
の
甲
信
越
、
・
６
％

の
中
国
。東
北
、関
東
、北
陸

を
除
く
地
区
で
利
用
率
が
前

年
同
月
比
で
増
加
し
た
。

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

１
日
、東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー

ズ
は
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト

東
京（
東
京
都
墨
田
区
）で
入

社
式
を
行
っ
た
。今
年
度
は

１
０
８
人
の
新
入
社
員
が
入

社
。新
入
社
員
は
研
修
を
受

け
た
後
、４
月
中
旬
ま
で
に

各
部
署
に
配
属
さ
れ
る
。

式
で
は
、百
木
田
康
二
社

長
が
新
入
社
員
に
向
け
て
訓

示
を
述
べ
、「
頻
発
す
る
自
然

災
害
や
感
染
症
の
影
響
な
ど

を
大
き
く
受
け
、厳
し
い
産

業
と
い
わ
れ
る
旅
行
業
界

に
、強
い
意
志
と
信
念
を
持

ち
飛
び
込
ん
で
い
た
だ

い
た
こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
う
と
と
も
に
、

頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま

す
」と
歓
迎
の
言
葉
を

贈
っ
た
。

ま
た
、お
願
い
事
項

と
し
て
①
会
社
を
自
己

実
現
の
場
に
す
る
こ
と
②
困

っ
た
と
き
、悩
ん
だ
と
き
に

は
周
り
を
頼
る
こ
と
③
観
光

業
が
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、変

化
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
こ
と

―
の
３
点
を
挙
げ
た
。今
年

度
の
経
営
方
針「
誇
れ
る
仕

事
を
」に
も
触
れ
、「
ひ
と
り

の
人
間
と
し
て
、ひ
と
つ
の

企
業
と
し
て
、自
身
の
仕
事

が
誇
れ
る
仕
事
な
の
か
を
一

緒
に
考
え
て
、時
に
一
緒
に

悩
み
、Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

が
社
会
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
と
な
る
よ

う
、一
緒
に
夢
を
追
い
か
け

て
い
こ
う
」と
呼
び
掛
け
た
。

Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス（
Ｈ
Ｄ
）で
は
、４

月
１
日
に
グ
ル
ー
プ
各
社
で

２
０
２
５
年
度
入
社
式
が
行

わ
れ
た
。２
日
に
は
、グ
ル
ー

プ
合
同
の
入
社
式
を
東
京
都

港
区
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ

ル
東
京
で
開
催
＝
写
真
。今

年
度
は
グ
ル
ー
プ

社
で
計

２
８
０
人
が
入
社
し
た
。

グ
ル
ー
プ
合
同
入
社
式
で

は
、冒
頭
に
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ

Ｈ
Ｄ
の
米
田
昭
正
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
後
、同
社
地
域

共
創
推
進
室
の
青
木
淑
浩
室

長
が
地
域
共
創
事
業
の
説
明

を
、訪
日
事
業
推
進
室
の
栗

山
千
三
氏
が
訪
日
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
た
。新
入
社
員

に
よ
る
決
意
表
明
も
行
わ

れ
、グ
ル
ー
プ

社
の
代
表

者

人
が
登
壇
。合
同
入
社

式
の
後
に
は
、懇
親
会
も
開

か
れ
た
。

阪
急
交
通
社
は
４
月
１

日
、２
０
２
５
年
度
入
社
式

を
大
阪
市
北
区
の
ヒ
ル
ト
ン

プ
ラ
ザ
・
ウ
ェ
ス
ト
オ
フ
ィ

ス
タ
ワ
ー
で
開
い
た
＝
写

真
。今
年
度
の
新
入
社
員
は


人
。酒
井
淳
社
長
が
訓
示

を
行
い
、「
当
社
の
社
会
的
な

役
割
に
つ
い
て
も
理
解
い
た

だ
き
、新
し
い
時
代
を
と
も

に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
新
入
社
員
を
激
励
し
た
。

酒
井
社
長
は
冒
頭
、４
月


日
に
開
幕
す
る
大
阪
・
関

西
万
博
に
触
れ
、「
当
社
の

『
各
地
発
の
大
阪
・
関
西
万
博

見
学
ツ
ア
ー
』も
順
調
に
集

客
が
進
ん
で
い
る
。皆
さ
ん

は
入
社
１
年
生
と
し
て
、こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
も
目
を

向
け
、実
体
験
し
な
が
ら
健

康
第
一
で
楽
し
く
１
年
を
過

ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と

述
べ
た
。

国
内
旅
行
や
訪
日
旅
行
が

好
調
だ
っ
た
一
方
で
い
ま
だ

回
復
が
遅
れ
て
い
る
日
本
人

の
海
外
旅
行
の
現
状
に
つ
い

て
も
言
及
。旅
行
業
界
も
各

社
が
市
場
環
境
に
応
じ
て
変

容
し
て
い
る
と
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、同
社
の
今
後

の
事
業
方
針
を
説
明
。訪
日

旅
行
で
は
海
外
か
ら
の
富
裕

層
市
場
開
拓
を
強
化
し
、豪

華
ク
ル
ー
ズ
船
の
チ
ャ
ー
タ

ー
企
画
の
販
売
を
展
開
す
る

こ
と
や
、法
人
団
体
・
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、法
人

団
体
旅
行
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、教
育

旅
行
の
ほ
か
、官
公
庁
や
自

治
体
と
連
携
し
た
課
題
解
決

型
業
務
を
行
い
、社
会
に
貢

献
す
る
新
た
な
事
業
基
盤
の

確
立
を
目
指
す
と
し
た
。「
阪

急
交
通
社
の
一
員
と
し
て
一

つ
一
つ
の
経
験
を
通
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
吸
収
し

て
ほ
し
い
。当
社
の
社
会
的

な
役
割
に
つ
い
て
も
理
解
い

た
だ
き
、新
し
い
時
代
を
と

も
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」と
述
べ
、新
入
社
員
を
激

励
し
た
。




